
親

縮

涼

被

集

た

中

心

に

み

に

四
つ

が

な

亀

井

孝

四つ
がななる名目は 、
享保年聞に列行された音
曲玉淵集に

Oじぢずづ
此
習一耳目を四つ
仮名といふ(仁之程廿ニオ)

とあるを初めとして 、
開設百に散見する例が、
わた〈しの目にと

まった所では 、
古い例である。

さて 、
年代的にいふと 、
いかにおそくとも 、
京都で段 、一児殺

な
時代までに、
この 、いはゆる四つ
がなの混同は ‘
完了してしまっ

刈

た。
つまり 、
もはや一
般には 、
その
発音上の
区別を分ち得なく

aNシ
ナモジヅDt
クン
シコ
クリ

畑

なってゐる。
鴨東萩父著 、
仮名文字使規縮猿鼓集(元旅八年序

，h

 

見
並びに列)は 、その
当時において 、
この点に最も精確な反省を加

ω
へ
た文献である 。
すなはち 、
本警は 、
四つ
がなの別を専門に取

沖

扱った誓として 、
仮名遁書中の一
異彩であると共に、
この
四つ

プ辺

、

集

がなの別が、
すでに失はれていった発音の別を反映したもので

腐

あることをも論究した
点に、
園語学史上 、
浸すべからざる価値

蜘

を有してゐる。

まづ 、
この
警は 、
序文に、
次のごとく 、
言ってゐる。

‘ 

「抑 、
此由 一同を編纂する事は 、
軍口人言蓮ふる調 、
書課れる仮名

文字あるを正さんため也。
其詞 、
他にあらず 、
しちすつの
四

の一一音なり。
比四字は 、
清て読ときに、
素より各別なるかこと

〈に、
担問りて呼時にも 、
亦同しからす。
然るに、今の
世の入 、

しちの二つ
を濁りては向しうよひ 、
ずつの二つ
をも濁りては

一
つ
に唱ふ。
自宅
甚しき誤り也。 ‘音 、口に唱ふるのみならす ‘

文字をも亦柑混じて用ふ。葦口に分れさる事は 、心に別ちなけ

札
片山
也 。
心に分たさるか放に、文字をも 、
亦恩ふま与
に、
書ぬ

る者協へ
し。」(圏点引用者その他は原文のま与 、
以下閉じ)

この見解を、
今日の一音韻論の
術語を以て解釈すれば 、
著者は

かなづかひの別を、
いはゆる「呈日積
qvo忌自叩)」
の
本質と聯関

ーさせて考へ
てゐるのである。
彼の
言語観は 、
次の一一一一同のうちに、

端的に表明されてゐる。

どん
ど
おんゐん

「凡 、
言語皆音韻也。
文字皆一音頭也。
仮名文字使も亦音頭

也。
故に、
般名使を沙汰せん人は 、
必一且一日績を論じて後に、

其言語文字を明らむべ
し 。」(上ノ
十 、
ウ)

定家仮名遣もまた 、
かかる観点から論ぜられた 。
これは 、
当

附としては 、
非常な卓見といふべ
きものでるる。
すなはち

「此
沼田の事 、

倭語の般名文字ばかりにて沙汰するにあら
4
な

ず 、
漢字本各別也。
叉文字に書のみにあらず 、
口に唱ふる

時にも亦同じからず 、
其詞に因て其字を使ひ 、
其般名に随

よ乃
つ
わ
乙在むさ

がひて英音に読。
古は 、
尋常の言種にも 、
主(四菅の分明な

干Aeぷ

る事は 、
清て呼がごとくにて 、
叉いゐひをおほえゑへ
わは

あ弓
あうわうわう

うむふの
十四字(又一菅に
あわの
紛あり
奥央王様の類
固定な
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-w
vしY才巴泊

り)
を
も、
能
別
々
に
謂
分
ち
ぬ
と見
え
たり。
定
家
卿の
時
分
に

す
で

よ.
b
み
だ

か
ん.へ
ん

至
り
て、
巴
に
彼
十
四母国
ーを
呼
乱
し
た
る
故
に、
親
行
是
を
勘
鱒
し

か
ん
な
も
じ
っ
か
ひ

て、
仮
名
文
字
遣
を
定
め
ら
れ
き。」(
上、
五
14ハ)

鍛
名
遣
問
題の
発
生
を一一音
韻
獲
化
の
結
果
と
み
る
点
に
お
い
て、
音
韻

の
史
的
安
蓮に
対
す
る
認
識
も
鋭は
れ
る。
そ
し
て、
右
に
た
ど
ち
に
引

つ
いふ
く
記
事
と
し
て、
四つ
が
な
混
同
の
発
生
を
も、
次
の
ご
と
く、
歴

史
的
に
考へ
て
ゐ
る。

「
さ
れ
共、
此
四一音
は、
い
ま
だ
蓬
は
ざ
り
七
に
や、
英
沙
汰
な
し。

をカ

今
時の
ご
と
く
な
ら
ば、
此
四
ツ
の
般
名
を
も
書
分
て
定
置
るべ
き

事
也。
今
叉、
世の
降
れ
る
故
に
や、
五口
人か
く
取
失な
ひ
ぬ
る
成

ベ
L」(ムハ
オ〉

鴨
東
薮
父
は
こ
の
証
明
に
方
言
を
援
用
す
る。

fvVA-
AJ
F」

呈ハ
証
拠
を一挙
げて
い
は
ペ
京
都、
中
圏一
坂
東、
北
園
等の
人

お
ん
ゐ
ι

す
叫

ぶ
ん{
ι

に
逢
て
其
音
韻を
聞
に、
総て
四一一音の
分
婦な
き
が
ど
と
し。
唯、

御
船
梓の
雲
閣に、
大
形
明
に
言
分
る
也。
一文
不
通
の
児
女
子

あ
な
が
ち
を
し
ふ

な
り
と
い
へ

共、
強一

に、

教
る
事
も
な
け
れ
ど
も‘

自
然
に
開
習
ひ
て、

と
ん
ら
ん

常々
の
物
語
に
も、
其
一音一
預
を
混乱
す
る
事
な
し」(
六オ
|ウ)

礎

か
や
う
な
行
論
を
な
し
得
た
の
は
、
つ
ま
り、
九
州
方
言
に
お
け
る
四
つ

が
な
の
別
を
聞
き
分
け
ら
れ
た
の
は、
つ
ぎ
の
や
う
な
事
情
に
も
と
づ
く

の
で
は
な
か
ら
う
か。
す
な
は
ち、
著
者
自
身、
自
分の
発
音
に
お
い
て

も、
同
時
に、
こ
れ
を雷同
ひ
分
け
う
る
だ
け
の
反
省
的
訓
練
を
十
分
に
な

し
え
て
ゐ
た、
さ
う
い
ふ
意
味
で、
鴨
東
氏
と
い
う
人
物は、
正日
に
対し

て、
極
め
て
鋭
敏
な
感
覚の
持主
で
あっ
た、
さ
う
解せ
ら
れ
る
の
で
あ

る。
現
に、
腕
縮
涼
鼓
集
に
は、
そ
の
発一育
法
を
的
確
に
反省
し
て
あ
る。

そ
の
点
につ
き、
な
ほ、
し
ば
ら
く、
原
文
に
邸
い
て、
著
者の
言ふ
所

を
聞
か
う。

「
此
四
音、
元
来、
各
別
也。
抑、
音
誤の
義
に
放て、
日荒を
論
ず

hr

z
a
う

ヲタ
に、
し
ず
は、
歯一音
に
て、
さ
し
すせ
そ
の一
行
也。
ちつ
は、

bEくだり

舌品目
に
て、
た
ちっ
て
と
の一
行
也。
濁
り
て
も
亦
同
じ
か
ら
ず。

tは号
心・品開も

たい
ようL帯
うそく

さ
れ
ば、
詞
に
過
現
未
下
知
等の
は
た
ら
き
有一
句、
休
用
正
俗の

'
口問
有。
そ
れ
に
よ
り
て、
英一
行の
内
に
て一音
を
愛じ
て
通
用
す
る
事

いたす

カヨ

は
為
・り
。

縦
は、

致
を、

い
た
し、
い
た
せ
、
い
た
さ
ん
と
云、
勝
を、

u
ち

い
づ

か
ち、
か
て、
か
た
ん
と一去、
恥
を、
は
づ
る、
出
る
を、
い
で
与、

はた

い
だ
す
な
ど
言
替る
が
ご
と
し。
又、
働ら
く
ま
じ
き
物の
名
な
れ

ど
せ
い

あ
品

か
ぜ

き

ど
も、
語
勢
に
よ
り
て、
雨
を、
あ
ま
夜、
風
を、
か
ざ
車、
木
を、

がの
帯、
却を、
か
ぞ
ふ
る
な
どL
言
通
は
す
也。
さ
れ
共、
其
音よ

か
う

し
ぜ
っ
さ
う
つ
う

り
他
の
行
に
交へ
て
歯
舌
柑
通
す
る
事
は、
有
ま
じ
き
也。(
割
註
略)

此
だ
ぢ
づ
で
ど、
ざ
じ
ず
ぜ
ぞ
の
二
行、
閉
じ
か
ら
ざ
る
に
て、
両

菅
相
通
す
ま
じ
き
事
を
知、へ
し。
然
る
に、
今、
だ
で
ど、
ざ
ぜ
ぞ

の
六一菅
を
ば、
能
言
分
て、
じ
ぢ
ず
づ
の
四
青
を
ば、
別
ち
得
ず
成

り
来
り
し
背中、

島内ν。」(
上、
七
ー
と

こ
こ
か
ら
進ん
で、
実
際の
弘~
霊法
を
設
明
す
る。

と
ほ
う

「
此
四一音
を
言
習ふへ
き
呼
法の
事、
歯孟一日の
さ
し
すせ
そ、
回定
は

ぜ
っ
三
う
も
う

ゐ

う
ほ
島
宮
ι
っ
か

舌
頭
中
に
居て、
上
顎
に
付
ず、
舌一菅の
た
ちっ
て
と、
是
は
舌
頭

LK
さ曹
を
上
顎
に
付て
よ
ぶ
也。
先、
こ
れ
を
能
心
得て、
味
は
ふへ
し。

曹毛〈

寄り

扱、
濁る
と
い
ふ
も、
英
気
息の
始
を
鼻へ
洩
す
ばか
り
に
て、
歯

hト
宮

と
舌
と
に
替る
事
な
き
也。
故に、
此
奮
を
濁る
時
に
も
亦、
前
の

ご
と
く
に
呼べ
し。
削、
じ
ぢ
と
ず
づ
と
の
別
る主
事
は、
自
だ
で
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どとざぜぞの
異なるがごとくに、一員分らるL
也。」(上 、
九

l十)
こ
れは 、
五
十音図の各同行に隠するそれぞれの一音韻の清濁の

対立をよく反省せしめることにeよって 、
四つ
がなの発音を教へ

たものである。
同時に、
一音一価推定論としてみれば、
五十音図に

対して 、
合理的な解釈を施したものである。
この
解釈が四つ
が

なの
発一一耳目の別そのものを、
くもりのない限によって 、
直接に観

察し把握した結果の帰納的な推理として 、
十分の
証明力を有つ

ものであることは上述のごとくである。

ー
ー

腕縮涼霊安集を中心に見た四 ッがな

こ与
に困灘なことは 、
鴨東薮父その人の人物
関睦を知り
得ぬ

ことである。
鴨東萩父が
本名ではないことは 、
一
見明で
おると

共に、
鴨東とは賀
茂川の
ほとりに住居してゐた為の
名と 、
おぼー

しいけれども 、
生粋の
京都人かいたか 、
肝腎のその辺が詳かで

ない。
従ってまた、
四つ
がなの別が、
彼の場合 、
生得のもので

あったかいなかも 、
今のところ 、
断定しがたい。
しかし 、
彼が

当時、
京都において 、
すでに、
一
般には 、
失はれてしまってゐ

たこの
発一音を復興し
ようといふ保守的な主援を渡してゐる所を

以てみれば、
その生園J
或は経歴等の
如何を問はず 、
彼自身 、

この
発音の別に執着があったものと思はれる。
或は 、一克政時代

には 、
相当の老齢帽に
達した
人で
でもあったのだらうか。
とに

か
く腕縮涼鼓集は 、
文字上のかなづかひの規範を示すと共に、

発音矯正といふ
実際問題を目的としてゐるのでるる。
その細級

‘ー

な考察も 、
単にこ
れを学問的な墨田価推定の作業とのみみるなら

ば 、
それは 、
もとより 、
見当違ひである。

そこで 、
鴨東萩父が、
四つ
がなの発音をし分けられたのは 、

すでに上に推定したごとくに、
彼が稼めて鋭い耳の持主であっ

たためであって 、
その生園や経歴のごときは 、
このさい 、
必し

も問ふと
ころとならないと考へ
たら一
どういふ
もので
あらう

か。
事実 、
彼が音請に対して 、
特に敏感な資であったことは 、

たとへ
ば 、
州一縮涼鼓集の
凡例の最後
に附載する
「新僕一忠臣詩之

図」
が、
三行一菅を「愛喉」
と名づけ 、

古来の「唇音」
の名目を

斥けて
ゐる点からも
鋭はれる。
こ
れは 、
当時におけるハ
行一音

の
実際刀
発一昌一日に
立脚した
見解として注目
すべ
きも
のである。

(註
こ
また、
彼には 、
別に、
倭韻字合 、
扶桑切韻の著作があ

ったかに、
腕縮涼談集の
凡例から鋭はれる。
こ
れを以てみ
て

も 、
音韻に精しかった人と患はれる。
たど 、
こ
れらの豊富は 、
今

日に伝はってゐないから 、
その内容は 、
知るすべ
がない。

山
行正閏の場合は 、
実際の
警官に基いて 、
伝統的な一音類学の名

目を廃したのである。
すなはち 、
考察の
対象は 、
当代の
発音そ

のもので
怠った。
こ
れに反し 、
四つ
がなの別の方は 、
当時 、
す

でに、
京都では失はれてしまってゐたと息はれるものであるか

ら 、
その性質は 、
歴史的な観点をぬきにして 、
こ
れを十分に闘

明ずることは 、
困難である 。
この点では 、
鴨東萩父は 、
過去の

呈閏韻の実体の
探求を試みて 、
正しい結論を得ることにも、
成功

してゐるのでるる。
しかし 、
考察の出発点は 、
ともに、
五十音

図に対する
鋭い認識であって 、.
その研究に対する抱負は 、
次の
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、
ご
と
く
語
ら
れ
て
ゐ
る。

が
く

づ

「
音
頭の
学
は、
十
行
五
位の一音
韻の
図
を
以
て
本
と
すベ
L
A
中

い
み
ふか

あやまり

鴎)
此
図は、
意
味
も
深
く、
叉
誤
も
多
く
し
て、
習ひ
な
く
て
は

く
ふ
う

L
U
ゆ

見
ボ
片
山
泊、
工
夫
さへ
至
り
な
ば、

堅証一
口
伝
に
も
依べ
か
ら

・
ず。
熟
読
翫
味
す
る
内
に、
自
然
に
得
る
所
あ
る
べ
し
(
詳ニ
扶
桑

切
誤一一
論ジ
暴ヌ)」(
十
i
十一)

か
や
う
に
述べ
て
ゐ
る
所
を
以
て
し
て
み
て
も、
彼
が
四つ
が
な
の
区
別

を
な
し
得た
の
は、
却っ
て、
生
閣の
方
言
に
も
と
づ
く
もの
で
は
な
く、

性
宅一音
に
鋭
敏
で、
し
た
がっ
て一音
韻の
学
に
も
精
し
か
っ
た
故
に、

四つ
が
な
の
文
字の
別
に
対
す
る
解
釈
と、
当
時の
方
言の
実
際の
発
音

に
対
す
る
考
察の
う
ら
づ
け
に
よっ
て
合
理
的
な
結
論へ
到
達
し
得
た

もの
と
考へ
て、
決
し
て
無
稽
の
論で
は
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る。
の
み

な
ら
ず、
当
時
に
お
い
て
は、
未
だ
社
命回
全
休
と
し
て
も、
四つ
が
な
の

区
別
に
対
す
る
歴
史
的
意
識
だ
け
は、
時
代の
記
憶
の
う
ち
に、
ほの
か
な

が
ら、
な
ほ
残っ
て
ゐ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
が、
そ
れ
につ
い
て

は、
後
に、
別
に
の
ベ
る。

彼
が、
そ
の
推
理「を
実
証
的
に
裏づ
け
る
具
体
的
な
資
料
と
し
て、
方
言

を
袋
用
し
て
ゐ
る
点
は、
・す
で
に、
直
接、一版
文
を
引
い
た
ご
と
く
で
あ
る。

そこ
で
い
ま、
客
観
的
な
事
実の
報
告
と
し
て、
あの
記
事
を
み
れ
ば、
四・

つ
が
な
の
発一一音
に
関
す
る
当
時の
方
言
分
布
は、
今
日
の
獄
態
と
似て
ゐ

て、
九
州
地
方の
み、
こ
れの
区
別
を
精
確
に
保
存
し
て
ゐ
た
ら
し
い
こ
と

を
知
る
(
四
閣
につ
い
て
は、
な
に
も、
の
ベ
て
ゐ
な
い
か
ら、
直
接
は

不
明)。
し
か
し
な
が
ら、
京
都
に
お
い
て
も、
全
く
そ
の
発
音
が
知

ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た。
且つ
が
な
を
伝
統
的
に
保
守
し
て
ゐ

、
\

. 

た
言
語
が、
当
時、
方
主の
相
蓬
と
は
別
個
に、
特
殊
な
伝
承
と
し
て
存
在

し
て
ゐ
た
の
で
あ
る。
す
な
は
ち、
「
当
流
務
百
番
俄
名
遣
開
合」(一布
線
十

年
列」
に
は
れ
ば、
謡
曲の
謡ひ
方
に
お
い
て
は、
当
時、
四つ
が
な
の
別

を、
厳
密
に、
議ひ
分
くべ
き
もの
と
なっ
て
ゐ
た
こ
と
が、
分
る
の
で

お
る。
し
か
し、
同
時
に
こ
の
諮ひ
の
指
南
書
が、
四つ
が
な
の
別
交
注

意
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は、
そ
の
発一菅の
別
が、
一
般の
旦請
に
お
い

て
は、
す
た
れ
て
ゐ
た
こ
と
by-
-も、
諮る
もの
に
ほ
か
な
ら
な
い。
こ
L

に
お
い
て
〆
新
に
問
題
と
な
るこ
と
は、
鴨
東
薮
父
が
四つ
が
な
を
生
得

的
に
身
につ
け
た
人
で
な
く
と
も、
相
当
に
深
く
謡
曲
を
唾ん
だ
人
で
あ

る
と
す
れ
ば、
こ
れ
に
よ
っ
て、
容
易
に
四つ
が
な
の
別
を
知り
得て
ゐ

た
こ
と
に
な
る。
そ
し
て、
発一音
矯
正
を
目
ざ
す
と
す
れ
ば、
上
流
社
舎

に
弄
ば
れ
て
ゐ
る
謡
曲の
こ
と
ば
を
権
威に
仰
ぐ
こ
と
は、
一
つ
の
方
便

で
あ
り
得さ
う
に
患は
れ
る。

し
か
し、
鴨
東
薮
父
は、
た
とへ
さ
う
い
ふ
も
の
を
行
論
上の
用
例
と

し
て
援
引
は
し
て
も、
実
践
上
の
権
威
に
据
ゑ
る
や
う
なこ
と
は
し
な
か

っ
た。
彼
が
務
曲に
関
す
る
知
識
を
有
し
て
ゐ
た
こ
と
は、
鋭
縮
涼
鼓
集

の
う
ち
か
ら
窺は
れ
る。
す
な
は
ち、
そ
の一
は、
ア
ク
セ
ン
ト
の
区
別

を
説
明
す
る
に、
ゴ
マ
点
を
応
用
し
て
ゐ
るこ
とで
あ
る。
次
に
は、

「
高
砂」
の
詞
串早か
ら
例
を
とっ
て、
発
音の
不
正
そ
指
摘
し
て
ゐ
るこe

とで
あ
る。

あ
ま
っ
さ
へ

子
ん
じ
デフ
ら
く

ばん
ぜ
い

を
弘
ど
ろ
A
ま
ん
ざ
い
b
く

'

「
剰、
還
城
楽の
舞、
万
歳の-
d
忌
衣、
万
歳
楽
な
ど
と
議ふ
時
に、

ぜ
つ
拘
ん

E
く

是ーを
習は
ぬ
人
は、
多
分
は、
舌一一菅に
呼
成
す
也。せ

閲惑
き
事
な

り。
回
会
人の、
越
前
を、
ゑつ
で
ん
と
い
ひ、
瀬
と
い
ふべ
き

を
ち
件
と
いへ
る
に
ひ
と
し
か
るべ
し。」
〈
入
l九V
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ゆ同
なみに 、
この記事め同頭に「剰へ」
といってゐるのは 、
こ

Hν
ay

 

こに指摘
する所が「澄城楽」
のe「城」
の
発音のみならず 、
「万

'】

T-B

議」 、
の
「歳」 、
「万歳」
の
早威」
に一旦って
ゐるためで
怠って 、

こ
れは 、
恐らく 、
当ー時 、
京都の一
部に、
檀一Z日につどくザ行普を、

すべてダ行一音に転枕して発音する者のゐたことを、
語るものと

解し得る。
このやうに、
鴨東氏に
謡曲のたしなみがあったらう

ことは
窺へ
るけれども 、
その
素養と 、
四つ
がな論とが 、
いかな

る
聯関を有ってゐたかは 、この腕縮涼鼓集の記述からだけでは 、

いまだ知ることは 、ーできない。

親縮涼談集.a:中心に見た四 ッがな

潜向 、
本書の
中心たる
蓋漢の
部についてみても 、
謡曲を材料

に例を挙げた漣は 、
認めがたい。e
その挙例は 、
もっ
ぱら当時流

布してゐた仮名遺書等の
語学書類に負ってゐるものであらう。

-
恐らく 、
材料の
蒐集は 、，
おほむね文献に仰いでゐると考へ
られ

る。
ャまは 、
たP一
例を、
「鯨」の
語にとって述べてみよう。
つ

とに、
類紫名義抄には 、
鯨字に「クヂラ』
「クジラ」
の両訓が

あるのであるが(註二) 、・いずれの
形が、
もでの当時 、
正しかった

か 、
或ぽ一
般的であったかとみがば 、.
恐らく 、
それは 、
前者の

方であらう。
類

琴暴抄には 、
ほかに、
鯨字に「ヲクヂ一フ」
鋭

字に「クヂラ』
および「メクヂラ」
の形がみえる。
つまり 、
こ

与
には 、
すべて『ヂ」
が現れる。
しかるに、
室町時代には「ク

ジラ』
の
方が多く行ばれたのではないかと恩ふ。
いはゆるカナ

抄にこの
形で現れてくることは 、
すでに指摘されてゐる処であ

るが(註三て
なほ 、一
当時の
辞書類によって若干の文託を添へ
る

ならば湖つては
頓要集、下つては
節用集の
請本(黒木木 、天正
十

八年本 、
鰻萌屋本ならびに伊京集)
および 、
耶蘇曾印行の日葡

僻書と落葉集、
こ
れらすべて「クジラ」
の形で出してゐるので

ある。
た
そ

その
間にあって 、
温故知新書が「餓」
に「クヂラ」

と附訓してゐるのみである。従って 、
発音を主としてかなづかひ

を決定するとならば 、
四つ
がなの混同の
漸く著しくなった室町

末江戸初の
交を去ること未だ甚だ久しくはない一克様期において

、
は 、
むしろ「クジラ」
をとるべ
きである
会誌四三
しかるに、
腕

縮涼鼓集に載せる所は 、

くぢら鯨 、
強(一
云グジラ 、
和名ニ
蓮へ
HV

アク
ヂラ
メ
ヂクラ

とある。
滋拠として挙げた和名抄は 、
必ずしも直接原典によっ

たものでなく 、
類字仮名澄のごとき書を利用したものかと恩ふ

が、
とにかく著者の
歴史主義や 、
知るべ
きである。
すなはち 、

鳴東氏は
発音として
四つ
がなの
別を知り得て
ゐたのではある

が、
しかし 、
各語において 、
四つ
がなのいづれが現はれるかに

ついては 、
しかるべ
き文献を以てして 、
初めて 、
はっ
きり 、
こ

れを決定したのであるハ註五)。

所詮 、a
失はれ
イ占Jく発音の
復興を叫んでみても 、
それは 、
成

功し得るものではない。
故に、
その点では 、
鴨東氏の企図は 、

失敗に晴晴したものといへ臥。
しかし 、
とaA
に注意すべ
きは 、
あ

だかも当時において 、
何ゆゑに、
四つ
がなの
区別が発一育上の
問

題として取上げられたか 、
といふ点である。
これには 、
つ
ぎの

やうな社曾的背景を
わたくしは
推定する。
当時 、
京都におい

て 、
実際には 、
すでに 、
完全に、
四つ
がな伊
発音の別が混乱欣

態へ
入ってゐ
たにもか与はらず 、
伝統的文化に対する回顧的な

. ー ­d 量79



土
地
柄とじて 、
なほ 、
本来の
区別に
対する
歴史的
感覚だけは 、

捻の
か
に生きて
ゐた。

-
もとよ
り 、
すで
に、
江
戸時代の
最初期におい
て 、
四つ
がな
の

発
正一日の
混乱は 、
もはや
救ひ
がたい
勢を示
して
ゐる。
当時 、
最も

雅正
な言
語が京
都のこ
と
ばで
あっ
たこ
とは J
容易に
推
測し
得る

所で
るる
が、
その
京
都におい
て 、
すで
に
慶長の
困問 、
こ
の
四つ
が

なの
発
一音一の
混乱は 、
か
なり
著し
くなっ
て
ゐたので
ある。
かの 、

耶
爺曾士 、
ロ
ド
リー
グス
が、
その
著「日
本文
典」
(
二ハ九丁オ

1ウU
に記す
所は 、
次の
どと
くで
あるハ註六)O一

一 、
都の
言
語は
最もよ
ろし
く 、

言
葉におい
て
も 、
発一孟一日にお

い
て
も 、
学ぶべ
きもので
あるけれど
も 、
都の
人身
にも 、
或

る一一音
節の
発
音に、
二
三の
欠
点ある
事
を
免れない。

て
印
の
かはり
に、
日
(
創ち ・hv
と
警
官し 、
また
反対に引

(日
の
訣か)
とい
ふベ
き所を日
(引
の
談か)
とい
ふの
が
普

通で
ある。
例へ
ば 、
ホン
ジ
(
・本
寺}
をホ
ン
ヂ 、
ジ
ネン
(
自

然)
をヂ
ネン 、
ヂバ
ン
(地
盤)
をジバ
ン 、
ヂ
キニ
(
直に)

をジ
キ-一
とい
ふ。
叉同
の
かはり
に
悩

といふ。
例へ
ば 、
コ
ノ

ヂ品
1

〔
此の
中)
の
かはり
に、
コ
ノ
ジュ
ー
といふ
士」
れは

設
明と
例と
が一
致し
ない)。

て
釦
の
とこ
ろ
に
加

と
発
音し 、
ま
た
反対に
加

の
とと
ろ
に
h

とい
ふ。
ミヅ
〈
水γをミズ 、
マ
イラズ
ハ
参ら
ずU
をマ
イラ

ヅ
の
やう
に。
こ
れは 、
一
般にさうで
ある。
尤も 、
正
し
く

発

， 

音する
人
もい
くらかあらう

が。

精確にいふ
なら
ば 、
右の
挙
例には 、
多少、
検
討を要すべ
きも

;
の
が
るりは
するけれど
も(
註七〉 、
こ
れを以て・ 、
混同の一
般化を

誘くに、
不
都合と
すべ
きほどの
もので
は
ない。
しから
ば 、
混同

は 、
はや 、
元
帳より
も 、
ほど 、
一
世紀
以前
に、
大
体 、
一
般化し

て
ゐ
たので
ある。
しかし 、
混同
が、
実際の
発音の
ょに
おいて

は 、
はた
して 、
い
かや
うな

紋態にあっ
たか。
思ふ
に、
江
戸時代

の
最
初期におい
て
は 、
ジヂおよ
びズグ
が、
それ
み\に、
い
まだ

規
範的には
独立の一音
節として
対立しながら
も 、

一
方 、
じっ
さい

の
語業上のつ
か
ひわ
けに、
ゃ
うやく 、
か
なりの
因
縁宏
感じっ
与

あっ
たので
は
るるまい
か。

剖

つ
まり 、
こ
の
時代におい
て
は 、
もはや四つ

がなは 、
完全
な
混

一
へ 、、
今一
歩の
段階にまで 、
到達して
ゐたので
ある。
しかる

にその
完全
な
混一
を成就する
に、
こ与
に一
つ
の
故
障があっ
たの

で
は
ない
かと
思ふ。
そ
れは 、
ヂ-
dy
と

鼻母一一菅との
関聯で
ある。

すなは
ち 、
江
戸時代の
長初期におい
て 、
語中のガ
行音およ
び〆

行一昌一日は 、
そ
れに先
行する
音
節の
母
音を鼻茸固化する
カ
を有して
ゐ

たので
ある。
たX
し 、
この
鼻母
音の
存在は 、
当時 、
か
なり
微
弱

なもの
で
あっ
たらしい1
そして 、
こ
れを
歴史的にみれば 、
恐
ら

く
衰退の
途上にあう
た
もので
あらう。
そこ
で 、
もし江
戸の
初期

にこ
の
現
象が
滅びて
行っ
た
とすれば 、-
そ
れによっ
て
四つ
が
な

は 、
最後の
混一
へ
息ふ
ま与
に
突進し
得たこ
とと
なる。
〆
行膏に

おい
て 、
そ
れに先
行する
鼻腔の
共鳴が
存して
ゐるかぎり 、
ヂ­

ヅ
はか与
る
鼻音的色調に妨げられて 、
【d]
の
部分
を脱
落せ
しめ

がたかっ
たので
ある。
けだし 、
かaふる
鼻腔の
共鳴は 、
母
奮を
鼻音一

化すると
同時に、
軽微な[n]
をもっ
て 、
[d]
を修飾したこ
とで



腕縮涼鼓集を中心に見た四ッがな
あら
うか
ら。

した
がっ
て 、
菱化の
方
向
として
ジズへ
混じて
行っ
た
もの
と

解
するこ
とは 、
容易で
ある。
鼻母
音の
衰退
が、
閉鎖音の
緊援の

弛
緩を
促進した
と
みるの
は 、
自然だか
らで
ある。
しかし 、
こ
の

過
程を推
知せ
しめて
く
れる
文献は
乏しい。
わづ
か
に日
逮(
設八)

の
法
華経
随 一一Z日句
(
元和六
年成)
が、
比
較的
貴重な
資料で
あら
う

と 、
思は
れるの
みで
るる。
ず
なは
ち 、

ノ

nh

ノ

カ
ナ

ノ

ハ

ノ

・

ト

ト

「
時
字

。
シ .
般名也ι-一位
字チウ
仮名也。
付之。
シ
チ

ト

ト

ム

・
'

ν
ur
そ
ス
W
ヨ

ト

A

N

シ
ス
山川
コ

ト
ノ
t
ナ
ラ
JA

ス
ヅ

清
時

1
無
♂
濫。
倶
・

濁
時。
多レ
濫。
経
文

-
号

、
V

F
ヨ

ト
t
y
ラ

F

ヒ

モ

t
'

テ

ト

ノ

世話
亦多
談。
水。
ミス
云

。
紅葉 三
モ
ミシ

云。
類

ヰ

レ

レ

ネ

ナ
hN
ノ
t
ナ
ヲ
一

ノ

モ

甲

山w
ヨ

ト

如
。

是
也。
是
非--
只国
会内一。
京都
人
一。

亦
有レ
濫。

f
t

テ

ス

然
。ー是

乱
時。
有
人一去。
軽重不同也。
等一疋
云。
私
請。
不

レ

ル

ノ

ナ
-一フ

ク
ノ
t

H

テ

シ
テ

、
可ν
然

。
只是
歯一
育
舌音色FO
具
耳。
歯音 .
舌
ヨ
セス

ι

乱
ア
タ
ツテ。

霊日也。
サ
シス
セ
ソ。

是
也

。舌青 山。
む
ア

ク

-一

附

キ
付

。
或
歯サ、へ
テ。
唱
字也。
タ
チ
ツテト。
ラ
リルレ

ロ。
日克
也。
」(
程上 、/一
7 、
ォ
lウ)

右の
記
載
中に
著者の
挙
げた
実
例をみる
に、
その
数は二
個の
み

で
ある
が、
思ふ
に、
彼は 、
こ
れ
を以て 、
ヂ
をジ
とし 、
ヅ
を」ズ
と

する一
般的
傾向 、
つ
ま
り 、

幣
曹Z日の
摩擦正日化をば
指
摘した
もの

で
は
あるまい
か。(
標量目的にしるせ
ば
身
lv明
!なら

びに
骨
lv

N
!と

錐定さ
れる。
帯
努菅とは 、
アフ
リカlタ
のこ
と)。

日
遠の
記述
をか
く

解すると
きは 、
京も 、
田
舎も 、
四つ
がなの

混同
を、
ヂザ
か
らジズ
の
方
向へ
た
どっ
て
ゐるこ
と与
なる。
しか

る
に、
こ与
に、
混同の
結末
を
告げる
別の
記事がある。
そ
れは 、

かの
和字正
濫抄〔
元総八
年列)
で
あっ
て 、
次の
ごと
く述べ
て
ゐ

る。
「右弘よりこ
なたの
四もじ。
都方の
人の
常にい
ふ
は。
払
の

濁りは
ムと
なり。
円へは
Jhと
なる。
田
舎の
人のい
ふは。
いいは

払と
なりo
Jhは
弘と
なる。
怯と
式とは
あたりて
鼻に入
るや

うにい
ぼ
ぎれは
か
なは
ず。
都方の
人は。
心を
諮問つ
れば。
い

つ
れもわ
けてよ
くい
は
る。
田
舎の
人は。
知て
もお
ほ
く
改た

むる
事るたは
ず。
但ち
とっ
との
濁り。
よ
くか
なへ
むと
す
れ

ばなだら
か
にならで
わろ
く開
ゆる
なり。
心
得へ
し。」(
巻五

四十7v

著者契
沖は 、
その
家系からみるなら
ば 、
幼時におい
て 、
四つ

がなの
発一音の
別を身につ
け
得た
筈の
人で
あるから 、
その
観
察は

容易に
無
視し
得ない(
註九)0
こ
れによ
れば 、
京に異り 、
田
舎の

方で
は 、
却っ
て 、
摩擦音を帯
擦忌固化せ
しめて
ゐるこ
と与
なる。

こ
れは 、-
日
遠の
並べ
る
所と一
致しないこ
と
になる
が、
原因は 、

元
和と
元政との
年代の
差にあるとみるべ
きで
は
なく 、
日
遠の
耳

にした
方言と 、
契
沖の
耳
にした
方言と 、
地
方的に岡県るためで
あ

っ
て 、
つ
まり 、
同
じ田
舎といっ
て
も 、
そ
れ
λ\両人の

狼拠とす

るとご
ろ
が、
別だっ
たためと
解せ
ら
れる。

すで
に、
腕縮涼
鼓集にもい
ふどと
く 、
田
舎はお
ろか 、
京で
さ

へ 、
ザ
行をダ
行に
誤るもの
があっ
たので
あっ
て 、
こ
れは 、
息祭

普を、
こ
れより
もその
調音上安定した
位置をとる
閉鎖一一音へ 、
引

寄也
た
もので
るる。
か‘ふ
る
合理
化の一
傾向は 、
四つ
がなを
除外

は
し
なかっ
たで
るらう。
しからば 、
四つ
がな
混同の
方向は 、
決

81 



して 、
一
で
は
なかっ
たので
ある。
すなは
ち 、
機
擦一音の
閉鎖を弛

緩せ
しめて
ゆく
傾向をたどっ
たの
は 、
むしろ 、
京
都その
他の
限

ら
れた
地
方にお
ける
現
象にとど
ま
る
もので
あっ
て 、
混同の
傾向

は
混同の
方
向を
規定する
もので
は
なかっ
たので
ある。
元維のこ

ろにお
ける
京
都の
実
際の
発一音は 、
閥単に
摩擦孟一回
化のみ
なら
ず 、
人に

よっ
て
或は
稽
擦 一一耳目の
方へ
むしろ
統一
して
bた
もの
もあっ
た
ゆ
ゑ

に「こ
の
両
勢力の
対時は 、
やがて
「都方の
人は 、
心を着つ
れば 、い

づ
れも分けて 、
よ
くい
は
る」
といふ
結
果を
導い
た
もの
か
もし
れ

ない。
しか
し 、
な
ほ 、
一
般には 、
もとより
「ちの
濁りは 、-
じ
と

なり 、
つ
は
ずと
なる」
ので
あっ
た。
「但し 、
ち
とつ
との
濁り 、

よ
く
叶へ
ん
と
す
れば 、
な
だらか
ならでム
ろ
く
聞ゆる
なり。」
とい

ふ
の
は 、
こ
の
濁一孟一日に先
行する
鼻母
音の
陰
影を、
すで
に 、
十分 、

あらは
し
得なかっ
たこ
と
を、
物
語る
もので
あら
う。
「ぢ
とづ
と

は 、
当りて
鼻に入
るやうにい
は
ざ
れば
叶は
ず」とは 、
つ
まり 、
そ

の正
しい
発一音を述べ
た
もの
と
解さ
れる。
しから
ば 、
な
だらか
な

仏
れとは
知
何なる
事そ 、
実
際には
指して
ゐるかといふ
に 、そは 、

むし
ろ 、
先
行する
修
飾的
鼻一音の
脱
落によっ
て
生ずる一音
節聞の
粗

剛
な
対立よりは 、
はっ
きり
と
援普[n]
を
橋入しすぎて
起る
緊
張

ない
し
逼迫
感の
方で
あら
うと

恩ふ(
註十三

そこ
で 、
腕縮涼鼓集につ
νバ
みると
「
総て 、
京人の
物いふ
を

聞に 、
上
をはぬ
れば 、
し
すの
乙
字をもぢづの一音に
呼ぬ 、
亦誤

也。」(
上 、
八オ)
と
あ
り
て 、
連
声によっ
て
起るい
は
ゆる新
濁に

おい
て
は 、
本
来なら
ば 、
当
然その
清一音の
形にお
ける
歯舌の
別に

基いて 、
連
濁を起した
場
合も歯音自ら定ま
るベ
きこ
と
を並べ
て

'
ゐる。
実
例と・して 、
まづ次の
どと
きは 、
正しい
として
ゐる。
，

け
い
C
ゃ
う

〈
心
や
〈

巴
う
じ

智
ゃ
う
じ
ゃ

世官
上

my雀

藤
氏

行
者

か
うずい

脅
ずい

かうず

つ
うず

香水

奇瑞

好事

通事

く
わ
ん
腎
〈

へ

首
U

せ
ん
ち
ん

げ
ん
喝
や
〈

巻軸

卒地

先
陣

遺著

せιづ

づ
る

りん
づう

ゅんづ
え

千
頭

万鶴

紳通

弓
杖

E
E
ど
邑
〈

しか
るに 、
こ
れを、
次の
やうに「吾一回
替る時は 、
英一音悉 、
其
字

に
蓬へ
り」
とのベ
て
ゐる。
すなはち 、

L
ん
じ
キ
う

れ
ん
じ
串
〈

干

ん
じ

は
ん
じ
中

進
上

練
嶋田

源
氏

判
者

UL
ずい

てιすい

あんす

りんす

静水

天
瑞

杏子

綾子

では 、
援一音につY
くために 、
へじ」
を「ぢ」 、
「ず」
を
「づ」

と 、
当
時 、
摩擦音を帯
擦呈固化せ
しめたので
ある。
また、

く
うち

かいちん
しふ
ち
串
く

八
軸

袋地

帰陣

執着

フ

み串
'Pづる
ふづう

た
けづ
え

七
頭

命鶴

普通

竹
杖

では 、
当
時の一
般的な現
象として 、
務擦品目の
摩擦音化を起して

ゐたので
ある0

・

援告と
四つ
がなとの
関係につ
い
て
は 、

る。
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次の
ごと
く
誘いて
ゐ

のf
おく

フ
け
い
昔

「はぬ
る音には 、
必舌の
本を喉の
奥 、
上顎の
桜に付 、
息を

ホ匂pp

つ
め 、
声
を
鼻へ
粧す也。
然に 、
人々
一一音をはぬ
る
時に 、
多く

E
AJ

 

は 、
舌
頭を上顎に
付てよぶ
故に
(固定
苦一記一日の
呼
法也〉 、
其後に

旬く
昔、
削、
苦一耳目に
跨る
也
議ば

込封
どい
ふ
がごと
き 、
天

とはぬ
る
時に 、
心を付て
舌
頭を中に
寵て
(回定
歯一Z日のよ
びか

-ぴうけ
じゃ
う

た
也)
てい
と云
様に
呼受て
よの
菅に
続くれは 、
歯音に
移る

さはり

に 、
障なし。
若、
何心なく
舌
頭を上顎に付て 、
てぬ
と一去や



， 

腕縮話議集を中心に見た四 ツがな

U島町
う

うによぶ
時は 、
歯一音の
上の正目安い草日に
移りて 、
ぢゃ
うの呈自に

ぢ』
山V
Hレ晦内e

なる
也。
叉 、
最上といふ
時は 、
始よ
り

舌を
中に賢

て 、
さい

Lぜフ
ぷん
ベん

とよ
ぶ
故に、
歯一一Z聞の
移り
宜し
き也o
p是 、

歯舌の
分
鱒也。」

(九|十)

-

h

以上によワ
て 、
わ
れ
/\は 、

四つ
がな混同の
結
果が
当時 、
い

か
なる一
一室仰の
音
頭に帰した
か
を
窺知し
得るで
怠らう。
即ち 、
京

都の
大
勢は 、
幣擦品目の
方の
閉鎖を脱
落せ
しめて 、
こ
れを摩擦音

の
「ジ」
「ズ」
に合せ 、
その
結
果
附
則の二
種としたので
ある。

しか
るに 、
援一音につ
Y
く

場合に
限り 、
却っ
て 、
「ジ」
「ズ」
引

もい町一則と
発音したので
ある。
しか
ら
ば 、
実質的にはJ
依然 、
的

r『Lrトι、ll

一相
叫
切の
四種が、
当
時も 、
共
存したこ
ととなる。
たど 、
もは

，EV、
，a，、
，hい、

、as，
、EE，

、，EdF

や
ω
対一
肌なら

びに
剛

一品、の
価
値的
な、(また
は 、
機能的
な)
対
立

関係は
失は
れて 、
その
結果 、こ
れらは 、
かつ
ての
如き個別
的な
価

値としての
独自の
存在を
相互
に主
張し
得る
もので
は
な
くなっ
て

しまっ
たので
らる。
なほ 、
最
後にあたっ
て 、
比
較の
た
ゐ
に
再言す

る
なら
ば
JA』
きにあげたロ
ド
リー
グス
の
記すとこ
ろは 、
その
僚で

すで
じ
触れた
ど
とく 、
い
まこ与
に述べ
る
とこ
ろの
紋態にお
ちつ

く一
歩て
まへ
の
動揺の
段
階
をじめ
して
ゐる
もの
とお
もは
れる。

さて 、
すで
に
標
題にしる
すがご
と
き
問題に
関して
は 、
その
歴

史的事
実として
漣ぶべ
きこ
とは 、
ほど 、
筆
者として
は
蜜しえた

とお
もふ。
しか
し 、
こ与
に
観点をかへ
て 、
い
ま
述べ
来っ
た
四つ

がなの
現
象が、
音韻論に
対して 、
い
か
なる寄
与と 、
反省とを、

もた
らすか
を、
考へ
て
みるとき 、
その
資料
的価
値は 、
みすごL

えない。
い
ま 、
それにつ
いて
簡単に述べ
よ
う。

すなはち 、
近
世初
頭にお
ける四つ
がなの
混同は 、
こ
れは 、
遁

持
論的にみ
れ
ば川 、

二
対の
音韻
(
つ
まり
ωと
陶およ
び
的と
陶)

の
機能に、
中和(ZE町田H
E片山
内5
〉ロ
pmV

ロ一ロ巴
が
起っ
た
もの
と

みなさ
れる。
つ
ぎに
J混同の
結果に
対する共
時論的
解釈は 、こ
れ

ら
各一
対の
肢の一
を、一一音韻論外の
愛異(
E
5
2
5
5℃Fo
g­

-omEロ叩帥)
とみなすで
・あらう。
しかしながら 、‘もし 、
こ
の
場合 、

あい
寄っ
て一
対を構成するこつ
の
特定の
音
声
(H
客観
的
な
音

価)
を、
同時に、
ある一
個の
音韻(H
MM302pgm)の
内
容と
考えるな

ら
ば 、
か
か
る一一音韻を、
特定の一音声(H
客観的な
一昌一回価)
の
うらづ

ける
背後に予
想すべ
き、
普遍的な(H一
般音声
学的な)記号で 、­

代表せ
し必
るこ
との
不
可能は 、
あきらかで
ある。
すなはち 、
一

般的にいへ
ば 、
一
言
語の正一日韻休系にお
ける
機能的単位(H
価
値)

としての一音頭は 、
そ
れに
対応
する
客観的な一音仰の
車一
な
自己同

一
を、
つ
ねにこ
れに
対して
予想しうべ
き性
質の
もので
は
ない。

しか
し 、
い
づ
れにせ
よ 、
音韻の
記
号的象徴は、
そ
れが、
まへ
以

て 、
一
往の一音韻論的
解釈にもとづいて
記
号化さ
れて
ゐる
もので

あ
る以上 、
そ
れは
本
質的には 、
文字の
資料をうるので
るる。
つ

ま
り 、

滋にいっ
て 、
単一音文
字とは
本質的には 、
音韻の
記
号的象

徴にほか
なら
ない
ので
ある。
‘あとは 、
文
字としては 、
記
号化の

結
果ハH
設定さ
れた
とこ
ろの
記
号)
が一
定の
制度
化さ
れた
約束

として 、
社
舎に流
遁しう
ればいいので
為る。
とこ
ろが、
こ
の
点
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で 、
音声学の使ふ記号と 、
墨田一瀬論における音頭金記号化とは 、

ともに、
既成のローマ
字に安堵してゐる。
こ
れは便利ではある

が 、一
方 、
こ'れによって 、
科学的 -思考を巌密に準める上では 、
実

用的な便宜以上の不利を或は誤謬を招く結果に陥ったことも 、

ずゐぶん 、
今までには、
多かったものとおもふ。

しからば 、腫史的に完結した特定の言語へつまり 、一
共時践)

について、
その品目一韻の記述をするに、
原則としてローマ
字その

ま与
を用ゐ 、
それを補ふためにも 、
ローマ
字に多少の修飾を加

へ
た
符号で
やませることは 、
ヨーロッパ
の伝統においては 、
い

ろ/
\便利であらうが 、
それによって 、一音頭の本質ρ
解釈に対

するわれ
/\の眼は、

ややもすると 、
遮蔽されるところがあり

はしなかったか、
と
れは 、
科学と
IVての一音議論としてはゆ与

し

い
問題一である。
ところで 、

一
往、
替検を以て設くならば、
一
言

語の一音韻の
決定は 、
たとへ
ば 、
特定の一
家族における一
員が、

その家
族格成の全休の部分どして
つ
まり 、鬼に対する弟とか 、

また同時に、
父に対する子とかの関係として 、
決定されると同

じかたちで
なざるべ
きである。
科常的
には不完全
であるが‘

五十音図は 、
おのづから 、
さういふかたちに、
なってゐるであ

らう。
つぎに 、
この一音図の
築でしめされる個々
の一音節は一音楽で

いへ
ばたとへ
ば 、
四分の四拍手に
おける四分
音符一
個に
忘た

る。
それは心理的に同時的な一
拍として 、
等質的な形式的
空在

である。
音韻論の
単位設定は 、
か与
る呈日筒相互の
相対的な内部

構詣を、
分節運動の
概念を以て、
特定言語の
機能的単位(また・

は 、価値としての一音韻)
に分析するしごとにか与はる。腕縮涼鼓

集の著者、
鴨東氏は、
か与る点に、
一語一日図の本質をもとめようと

してゐると相併せられる。

一音頭論とは 、.一
往、
文字をはなれセ、
かもふる棄によって一訳さ

れる各一昌一日節の 、
その内部構蓬のそれ
ん\の

項を、
いはゆる知的

意義の分化
2時金gn
EEロ仏刊曲目山
町三mg巴05
2
EVRZ色何回)

をめざす対立関係としてとりあっかふ形態論でなけ
れ
ば
な
ら

ぬ。
いはゆる既成のフオネlムの
概念も 、日本人からみれば 、結

局、
現献においては理想主義的な立場から反省されたローマ
字

の概念にすぎないであらう。
けだし 、かりに、フオネlムの
設定

を、
表記上の因襲にもとづく便宜を無税し、
既成のローマ
字の

しめず一
定の音声(または客観的一昌一日価)
を離れて、
全く自由に

試みてみた所で 、
それは、
要するに、
依然、
その本質におい

て 、
車呈日文字の翠想化をめざす一
形態にすぎないからである。

しかしながら 、'もし 、さう解して正しいならば、
つ
まりフオ
ネー

ム
をさういふ実質的なものとしで 、
規定しようとするかぎり 、

それはつねに墜史的な限定を仲ふところの個性的なものたらざ
84 

，. 

るをえない。
したがって 、
日本語においては 、
日本語の内在的

な立場から 、
その構迭を分析して 、
日本語独自の音請を解釈的

に設定しなければならない。
育問は 、
近似的にローマ
字で暗示

しえても 、一音韻は、
歴史的にのみ個有の価値をもっ
非合理的存

在だからである。
文法記述において反省された 、
ヨーロッパ
文

法の無批判な遡用の誤謬が、
一昌一回一商論については、
問題とならな

いものと断定することはできない。一
般一音頭論といふものは 、

原理論として 、
形式的にのみ構想せらるべ
きであって 、
その
点



観縮涼鼓集を中心にみた四つがな
においてこそ、
音声学との
輔依然たる境界が劉されもするのであ

る。
この点の
認識については、
しかし 、
プラ
lグ学涯の

業績

3gg
E
含 .
9R宮
巴aEass
e
MM円高5・)
も、

全然徹

底を欠いてゐる。

そこで 、
さしるたり 、
本稿でとりあつかった元時時代の
京都

における混同完成後の
語中〔厳密には
吉伸冊
2R曲-sgv
の 、
四

つがなは 、
こ
れを、
その一
共時態の音頭休系における構趨関係

の
項として 、
そのこ
肢的な一
体に対する具体的な規定と共に一示

すならば、
つぎのごとき図式をもって、
あらはすととができよ

う(註十一)。Aつ
ぎの
図式におけるV
は、
母一Z田を意味する。)

・:H
門口
t
r[品目]
ミ
t
r
[剖]
U
H
〔ロ
t
g
H

[aN]
ミ
t
g
H

守】〕
H・:

音声的構成においては、
このやうに相補的な一
体をなすプオ

ネlム
も 、それ自体は 、

抽象的な形式である。
その
本質は、
園語

の一一耳目節が、上越のごとく 、形式的に、
一
拍として
抱鍾されるやう

に 、形式的に、意義分
化の一
安として
抱掻
さるべ
き
だから
であ

る。
しかし 、
特定の言語における音韻論的
曳は、
その
音声的構

成を以て、
つ
まり実質的な音価のうらづけによっ
て、
偲別化し

て
ゐるのである。
つまり 、
それは、
歴史的には一
特定共時態内

臥音讃論的項として 、
限定される。個個の
言語における音韻
論的

項の
機能的車位
?"価値)
としての

統一
は、
文字ペHいはゆる

フォ
ネ1ム〉
のかたちに象徴せられて 、反省的に抱鍾される。ロ

ーマ
字は 、
かかる象徴のしかたが、不完全になされたところの 、

既成の文字体系だっ
たのである。一音韻論は、
この伝統を踏んま

へ
て、
かかる文字的象徴のしかたそのものを反省しようとする

努力である。

どのみち、
元
喜代の京都の、
現実の
ω
陶および
肉
体

lい

な、かかる記号 、こ
れらは 、
もはや明なごとく 、
そのま与では .

歴史的な一一音頭体系内の一
定の一一音頭(H音韻論的項)
における 、

それの
機能を、
ただも'に象徴するものではない(註十二
三
それ

のみならず 、われわれは 、右の記号的象徴を以て 、
過去の音頭論

的項の
実質的内容が、
十分厳密に推定されたものとみなすこと

も 、
また甚だ危険である。
むしろ 、
われわ
れは、
かかる記号で

以て 、一
往 、こ
れらに対応する分節運動の
生理的機構を、
きはめ

て 、
大ざっ
ぱに、限定してみるにすぎない。
厳密には、
過去の音

声は、
もはや、
不明だからである。
なんとなれば、
それは、
解

釈の
対象としては取り
ど
げえても 、
直接に実験してみることは

できないからである。
しかし 、
勿論 、右の
四つの記号の本体が、

音韻論的項の一
肢として機能する所の、
その実質的内容の再繕

宏することを、
わ
たくしは 、
在むものではない。
再構は、
歴史

的な解釈である。
ここにおいてか 、たとへ
ば 、
ωは 、その分節上

の同時的諸国子
||有声音とか 、

歯車一同とか 、
摩
擦音一とか
ーーに

よって 、
肉づけられることになる。
しかし 、イエ
ス .ヘルセンの唱

へ
用ゐる其の
非字母的表記法を、
かかる推定的音備の
再構へ
遡

用する人はないであらう。
こ
れが、
何を意味するかは 、
もはや

誘くまでもあるまい。
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註

〈一U
岩
淵
憐太
郎 、
近
世に
於ける
波行子一血一日の
菱濯に
関する

一
報
告(
園文
学誌要 、
四ノ二 、
昭
和十一
年)
参照。
氏の
筆

致は 、
極めて
慎重で
ある
けれど
も 三
本
稿の
筆
者は
結
局 、

「獲喉」を以て 、
こ
ん
にちの
術語でいへ
ば
気墨田
(白凹Zgぉν

に
対して 、
鴨東
薮父の
設けた
名目と
みとめるJ
つ
まり 、

元務時
代にお
ける
京都の
三官官は 、
すで
に
何よりは 、
大

体
向で
あっ
た
とお
もふ。

頭子一育と
後続母音、との
結合
関係 、

か
も 、
ハ
ヒ一プヘ
ホ
の
じっ
さい
の一孟一日価を、
そ
れ
ん\に
具
体

的犯こ
ま
か
に
推定するこ
とは 、
い
まは 、
必
要ない
とお
も

ふ。
なほ 、
ゐ‘ふ
る
点につ
い
ては 、
有坂
秀
位 、
江
戸時
代中

頃に
於けるハ
の
頭一由自につ
い
て
(
図語音
頭史の
研
究所
攻)

参照。
(二U
精密にいへ
ば、
じつ
は
「グ
デ一フ」
には
声点がつ
い
て

ゐて
「チ」
の
濁音た
るこ
と
を確
認し
得る
が「ク
シラ」
の

方には 、
そ
れ
がない。
しか
し 、
こ
れは
「クジ
ラ」
とよ
ん

で 、
い与
どお
もふ。
努託
をあ
げて 、
こ
れを
論ずるい
とま

は
ない。

，

 

Cニν
湯沢
幸吉郎
室町
時
代の一一言
語研
究
一一一一一一
l三

四
参

照。
(四)
節用集で
は 、
本文に
怠
げた
以外で 、
ふつ
うに

披闘で

きる
もの
としては 、

田知
林本(
卒
井
板お
よ
び別
板)
がある

が、
こ
れにの
みク
ヂラお
よ
びメ
ク
ヂラの
かた
ち
がみえて

ゐるの
は 、
こ
れを
混同
例に
数ふべ
きか 、
歴史的意
識に基

く
改訂とみるべ
きか 、
には
か
には
断じがたい。
たど
し 、

易
林本の
重刻で
るる
小山
板に、
こ
れら
が、
わ
ざ
/\ 、
そ

れ
ん\クジラ 、
メクジラ
と

訂さ
れて
ゐるのは
注目寸ベ
き

こ
とで
ある。
くはし
くはJ
拙稿 、
小山絞
節用集の
系統と

，
価
値(
閤語と
圏文
学
昭二
四・
十月)
参照。

〔五v
・本文の
か
きかた
に、
少々

、
誤解をま
ねくかた
むきが

あるので 、
二言 、
註記の
かた
ちでお
ぎなっ
てお
きたい。

本文パ
この
註をくは'へ
た一
段の
初め
に、
鋭
縮涼
鼓集に

集録せ
られて
ゐる
語糞の
引拠と
なっ
た文
献として 、
当時

流
布して
ゐた
仮名遺
書の
たぐひ
を
担飲しておい
た。しかしー

い
ま
だ 、
い
か
なる
もの

が、
はたして
材料と
なっ
たか 、
具

体的につ
きとめて
ゐない。
もとより 、
さうい
ふ 、
はっ
き

りこ
れと
指示で
きる
や
うな
特定の
粉本があっ
たか
ど
う

か。一一輯井久
蔵博士の
園語学史(
昭
和十七
年)
に「その
引

例は
盛徴の
類字般名遁より
取っ
た
もので
ある。」(六一
頁)

と
るるの
は 、
ζ
れも一
由来とはお
もふ
けれど
も 、

また、
あ

まり
に、
こ
と
もなげの
説明の
や
う
にもお
もは
れる。
それ

にもか与
はら
ず 、
筆者が、
「
鯨」
につ
い
て 、
類字仮名遣

の
ごと
き害を
利用した
もの
かとい
ふ
風にしるしたの
は 、­

むしろさうい
ふ
可能性として 、
例に怠げたまで
なので
忘

る。
腕縮涼鼓集には 、こ
ん
な
例がある。
ず
なはち「旋毛」

を「つ
じ」 、
「旋風」
を「つ
じかぜ」
としながら 、
「辻」

「四
辻」
地
名の
「木
辻」
を、
そ
れ
み\ 、
「つ
ぢ」「ょっつ
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続縮涼鼓集を中J心にみた四つがな

ぢ」
「きつ
ぢ」
として
ゐるので
ある。
後者は 、
い
はゆる

歴史的か
なづ
かひ
か
ら
すれば 、
あやま
りで
ある。
而し

て 、
類
字仮名遣で
は 、
「
辻」
は 、
ちゃ
んと「つ
じ」
で
る

っ
て 、
「つ
ぢ」
で
は
ない。
一
体「
辻」
は 、
節用集その
他の

文
献 、
もっ
ぱら
「つ
じ」
の
か
た
ち
をとっ
て
ゐるから 、
腕

縮涼鼓集に「つ
ぢ」
とあるは 、
奇と
すべ
きで
ある。
しか

し 、
新
撲俄名遁
(永
時年
聞に
成る)
では 、
「ウ
ぢ」
で
あ

るから 、
規
縮涼鼓集にも 、
もとづ
くとこ
ろは
あっ
た
にち

がひ
ない。
(
新
撰仮名遣につ
い
ては 、
別に、
紹介のふ
で

をとりたい。)

2
0
訳文は 、
橋本進士口
三
百
余年前の日
本の
方言に
関する

西人の
研究(
民族 、
二ノ一 、
一
一一一
l一一一一一)

参
照。
た

Y
し 、
筆
者の
流
儀にもと .つい
て 、
本文の
文
休との
調
和に

関し 、.
二
三 、
手
をくはへ
た。

〔
七)
ヂ
キニ
ハ
直に)
の
ご
と
きは 、
音韻その
ものの
混同にさ

会だっ
て 、
個別的に、
やL 、
はや
くジ
キニ
とい
ふ
かたち

にうつ
じて
ゐたので
は
ない
か
とお
もふ

努
誕が
あるので
あ

る。

.

(入)
日
逮は 、
京
都で
生れ 、
塵』日一九
年一
三
十三
援で 、
甲
州
身

延
山第二
十二
世となるまでは 、
主
に京
都で
すごした
人で

ある。
し
かし 、
晩
年は
関東で
送っ
て
ゐる。

(
九〉
か
れは 、
寛
永
十七
年 、
居期津の
尼ケ
崎で
うま

れたが、
集

は 、
元来 、
加
藤家の
臣 、
母
も細川

家の
臣より
出て
ゐる。

もっ
と
も 、
幼時にお
ける
言語刊
習得に
際して 、
両
親の
言
語

と土地の
言
語とが
異るばあひ 、
両
親の
言
語の
影
響は 、
結

局 、
土地の
言
語の
彫
響に圧
倒さ
れて
しまひや
すい。
しか

し 、
と
にか'〈令 、
実沖が、
四つ
が
なの
実際の
発音の
しかた

を知っ
て
ゐたこ
とだけは 、
あきらかで
ある。

ハ
十)
上に、
本文におい
て 、・
わたくしが、
ヂザ
の
摩
擦音化
を

鼻母音の
衰退と
関係させて
説い
たの
は 、
本文にあきらか

たやう
に、
鼻母一音が
存在するか
ぎり 、
ヂグ
の
摩擦一音化が

起り
にくい
で
あら
うとい

ふ
消棒的な意
味なので
ある。
し

かるに、
腕縮涼鼓集には 、
木文(七六
頁参
照)
に引用し

たや
う

に「
濁るとい
ふも 、
其の
気息の
始め
を
鼻へ
浪ら
す

ばかり
にて 、
歯と苦とに
替る
事は
なき也」
と 、
のベ
て
ゐ

る。こ
れな 、
元特時代にも 、
鼻母音が
存在した
証拠とも 、
解

しうる
(
橋本進言
国語に
於ける
鼻母
昔 、
方言 、一一ノ一 、

特に、
六
l七

参照〉。
しかし 、

腕縮涼鼓集の
著者が
「

濁

る
之い
ふ
も」
云々
の
誇におい
て
説く所は 、
清一音に
対する

濁品目の
発音
法一
般なので
あ
る。
つ
ま
り 、

反
省的なた
ちば

で 、
組問墨田の
発音の
練習をこaふ
ろ
みるばあひ 、
まづ 、
鼻腔

の
共鳴から
すべ
りこ
んで
みると 、
濁一昌一回とい
ふ
もの

が?っ

か
みや
すい
点に、
鴨東氏は
着目した
もので
あらう。

(
十
ご
今日の口
語の
「ウ」
は 、
精確には
Mを
以て
表は
すべ

きもの
とさ
れる。
特にかL
る
区別をたて
るときは 、
また

「ス」「ツ」「ズ」
(「ザ」)
の
ばあひ
にはu叫と 、
か
きうっ
す

の
が
習
慣で
ある。
大休 、こ
れは 、
東京の
発音につ
いての
は

なしで
あるが、
江
戸時代の
初期において
も 、
すで
に「ス」
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「ツ」
の類に現れる母一一音の「ウ」
は 、
他の場合の
「ウ」

とは異ってゐる。
それは 、「倭語類解」
および「改修捷解

新語」
によると「ス」「ヅ」
の音節のみ 、非円底的な「ウ」

f

 

を現はす
諺文を以て
写してゐるからでらる。
そこで 、
も

し 、
「ス」「ツ」の類の「ウ」が、
四つがな混同時代に一
般の

「ウ」
と異っ
た非円層的な一音韻であっ
たなら 、
こ
れは 、

問
問に対して 、
円暦的な「ウ」
より 、
中性的な母音

でるる。
か与る「ウ」は 、
頭子一Z一日の方が、
母一音を、
みづか

らの発音部位へ
筆きつけて発達せしめたものであらう。

母讃組織における
機能的価値関係
から
いへ
ば 、
二つの

「ウ」
は 、
こ
れまた 、
いはゆる音頭論外的愛異である。

さきには 、
かなに対する
も
の
と
して 、
単に
附
向とうつ

しておいた。
しかし 、
こL
には 、
墨田価を顧慮するゆ
ゑ

に推定丑日として 、
同ーを擬する 、
つまり
Mは 、
今日の東京

のふつ
うの「ウ」
の一一音をあらはす。

〔十一一)
許のかたちで 、
本文を、一
言 、織っ
ておかねばならな

ぃ。
それは 、
ここ
に、
語頭「のばあひについては 、
何ら触

れるところがない
点である。
しかしながら 、
構成論的に

でなく も、
構造論的に考へ
るかぎり 、
さうならざるを得な

かったのである。

本稿は 、
さきに、
金田一
京助博士の還暦記念論文集に

寄せるために、
昭和十七年初春 、
脱稿した
もので
ある

が、
論文集刊行がアメリカ
軍の窓襲のため中絶して 、草稿

が筆者のてもとに返却せられたま与 、
久しく雀底に限つ

てゐたもの 、
このたび 、
いき与かの手を加へ
て 、
本誌に

発表させてもらふこと、とした。(昭和二
十四年入月)

一
往 、
ゲラ刷が出てから 、
発行所の愛更が起って 、
ま

た改版といふことになり 、
窓一翼侍代以来 、
諸所の印刷所

を転々
とした草稿は 、
もはや 、
そのまま 、
再び新しい印

刷所へ
まはすには 、
かなり困難な程度に汚れてしまった

ので編瞬部の需めによって 、
草稿を作りなほしたJ
この

機舎に、また少々
手を加へ
た。(昭和二十五年六月)
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